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修
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。

Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の
社
会
的
責

任
）
の
ビ
デ
オ
か
ら
、
魅
力
あ

る
法
人
と
し
て
の
あ
る
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き

姿
を
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び
、
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題
解
決
法
（Ｋ

Ｊ
法
）
の
演
習
で
は
、
各
々
の

問
題
を
皆
で
議
論
し
、
解
決

の
糸
口
を
各
人
の
中
で
見
つ
け
る
良

い
講
義
と
な
っ
た
。

こ
こ
で
学
習
し
た
〈
ハ
ッ
ピ
ー
な
職

場
環
境
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
〉
を
、
そ
れ

ぞ
れ
の
事
業
所
で
実
践
し
ま
し
ょ

う
！
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西脇講師 塚口講師 足立講師

フレッシ ュでユーモア 溢れる講師陣

少子高齢社会 厳しい
介護業界・・

ハ
ッ
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ー
な
職
場
を
つ
く
る

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
・
・??

「組織マネジメントと人事労務管理」
資料より抜粋

「管理者のリスク・マネジメント」
資料より抜粋

研修の
様 子



第2回研修会アンケート結果
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研修全般

講義Ⅰ

講義Ⅱ

講義Ⅲ

講義Ⅳ

大変参考になった ある程度参考になった あまり参考にならなかった 全く参考にならなかった

第１グループ

○ 脇薗 裕子

藤原 志津子

新原 耕治

芦田 光恵

村上 広年

西原 共美

○・・グループリーダー

第２グループ

○ 蘆田 恭卓

中川 徹

服部 悦子

小西 両蔵

大塚 絹子

第３グループ

○ 林 有子

苑田 恵子

梶本 克子

山田 恵子

小栗 龍男

久保田 智万

第４グループ

○ 花田 芳恵

柿本 助宝

寺尾 建

福地 多美子

高橋 雪

中田 智志

第５グループ

○ 山本 寛明

内田 広子

松本 猶喜

稲垣 江里

前田 純徳

問題解決能力の具体的な

指標があればと感じた。イ

ンセンティブ活用はどうで

しょうか？

事業計画の作成方法が具

体的にわからなかった。

ＣＳＲが参考になりました。

高齢協の現状、当生協の

要因分析において、講師の

先生の理論と当生協の現状

に大きいギャップのある事

を先生方はよく知っておっ

られるのだろうかと疑問に

感じる処があった。

「依田窪福祉会」の設

問の各班のディスカッショ

ン後のまとめの方法論に

ついて。

様々な要因分析の意見

に対し、最終的に「少子

高齢社会」に収斂される

という結論であったよう

に思う。

「少子高齢社会」で高

齢者は大変な状況に追い

込まれていると言う認識

は根本的に重要なテーマ

である。しかし、1企業

の改善・変革の場合には、

「少子高齢社会」という

外的要因に対して今自分

たちに出来る改善・変革

は何か、目指す組織のあ

り方はどうかが重要であ

る。誰もが知る外的要因

を唱えても、自分たちの

直接行動には結びつかな

いのではないか。

他職種の方々と他の話合

えて良い研修となりました。

もう少し時間的にゆとりが

あればと感じました。

4）については、数字を

理解しどう計画を作り上げ

ていくかなのでもう少しゆっ

くりし、パターンを一例で

も作ってからでないと持ち

帰り自分でやることは難し

いと思いました。

ケースを使っての学習は

面白かったです。でもすぐ

自分の組織のことの話になっ

てしまうので難しいかった。

危機管理が出来ていないこ

とをいつも実感しているの

ですがもっと実践的なこと

も必要かなと思いました。

ＫＪ法の演習がもう少し時

間があればよかったと感じ

る。自分を取り巻くステー

クホルダーの存在を意識す

る大切さを感じた。

各講義の時間が中途半端

だっ様に思います。もう少

し一つ一つに時間をかけて

ほしかった。

研修案内のあった管理者

会議にて、出勤として扱

うので参加は9時からと

聞いたように思ったので

すが、私の聞き誤りでしょ

うか？

研修アンケート

回答コメントの紹介

講義「組織マネジメントと人事労務管理」グループ討議：依田窪福祉会の人事制度改革テキストのついてグループ発表

（１６／２８）


